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世界3大健康野菜で中山間地域の農業を活性化

▼研究の概要（背景・目標）

岩手県の典型的な中山間地である釜石市橋野地区は、人
口の減少や高齢化に加えて、災害の影響で地域の農産物直
売所の来場者や販売額が減少していた。本研究では学生の
アイデアや実践を取り入れ、橋野鉄鉱山世界遺産やラグ
ビーワールドカップ2019の開催に関連させて、直売所と地
域の活性化を目指した。その結果、世界3大健康野菜の生

産販売、直売所のシンボルである水車の活用、栽培が始
まった梅の木を生かした梅の里構想の実現が提案された。

▼研究の内容（方法・経過）

現地調査・ワークショップとして2018年9月
20～21日に学生約10名が現地で活動を行った。
さらに直売所の水車祭りにあわせて、11月3日
～4日に商品のPOP作り、水車の清掃、イベン

ト支援を行った。それらの活動を通じて課題を
抽出し、アイデアをまとめ、県外の先進事例の
視察結果も参考にして、3月4日に県、釜石市、
地元生産者に向けた現地成果報告会を開催した。

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1.世界３大野菜、梅、桑茶などこれまでにない農産物の生産と加工商品の開発

2.世界遺産とローカルな良さがあわさって、インバウンドにも対応できる魅力ある地域づくりの推進

提案１ 世界3大健康野菜と水車を生かした農産物直売所の活性化

(1)世界3大健康野菜
世界3大健康野菜とは菊芋、ヤーコン、アピオスで、これらはすべて橋野で栽培実績がある
農産品である。特に菊芋は盛んに栽培され、販売先も確保している。今後はこれらの加工開
発とともに、世界遺産やラグビーワールドカップに関連させた情報発信が必要である。

(2)水車を生かしたイベント運営
水車祭りというネーミングを生かして、美しい水車あっての水車祭りという意識を徹底させ
て、水車を生かした祭りメニューの開発に一層取取り組んでいくことが望まれる。そのため
に水車の展示や実演のためのボランティアスタッフを確保し、一方で地元郷土芸能の実演な
ど釜石市の他の地区との差異化と連携や共同企画も視野にいれていくべきである。

提案２ 梅の木を生かした梅の里構想の実現

(1)梅の栽培の継続
栽培が始まった梅の木の育成に力を入れて、肥培管理を徹底して、梅の木の生育をはかり、
今後必ず梅の実が収穫できるところまでこぎつけることが大事である。梅の実が収獲できた
ときには梅酒用の出荷、梅カクテル・梅ゼリーなどの加工販売など、梅を生かした商品開発
が考えられる。

(2)梅の回廊構想の実現
橋野には石組み水田、古民家、神社等が点在し、美しい景観がひろがっている。またラグビ
ースタジアムのある鵜住居地区から世界遺産への移動ルートでもある。将来は梅園をいかし
た景観づくりと見学路を整備し、世界遺産へ通じる梅の玄関口と回廊の形成が可能である。
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